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本
書
は
、台
湾
近
現
代
史
を
見
据
え
な
が
ら
の
徹
底
し
た
資
料
調
査
、

詳
細
な
テ
ク
ス
ト
分
析
に
よ
る
「
日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
文
学
運

動
を
〈
文
壇
〉
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
」
好
著
で
あ
る
。

　

日
本
統
治
期
台
湾
の
文
学
運
動
と
し
て
は
、
台
湾
人
側
に
よ
っ
て
旧

文
学
打
倒
を
叫
ぶ
白
話
文
運
動
、
さ
ら
に
白
話
文
に
対
抗
し
て
台
湾
話

文
を
唱
え
る
郷
土
文
学
論
争
が
展
開
さ
れ
た
が
、
本
書
で
は
台
湾
人
及

び
在
台
日
本
人
に
よ
る
〈
日
本
語
文
学
〉
運
動
を
、
日
本
帝
国
の
〈
中

央
文
壇
〉
と
の
関
わ
り
の
中
で
捉
え
直
そ
う
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て

い
る
。
対
象
と
す
る
時
期
は
、
日
本
が
台
湾
を
植
民
地
と
し
て
い
た

五
十
年
間
の
う
ち
、〈
台
湾
文
壇
〉
が
形
成
さ
れ
機
能
す
る
一
九
三
〇

年
代
、
四
〇
年
代
前
半
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

本
書
の
内
容
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
部　

憧
れ
の
〈
中
央
文
壇
〉
―
―
回
路
と
し
て
の
〈
文
学
懸
賞
〉

日
本
統
治
期
台
湾
の
〈
日
本
語
文
学
〉河

原　

功

Book Review
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第
一
章　

日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る〈
日
本
語
文
学
〉の
始
ま
り

　
　

第
二
章　
『
改
造
』
懸
賞
創
作
の
行
先
―
―〈
文
壇
〉と〈
懸
賞
〉

　
　

第
三
章　

懸
賞
当
選
作
と
し
て
の
「
パ
パ
イ
ヤ
の
あ
る
街
」

　

第
二
部　
〈
自
律
〉を
模
索
す
る〈
台
湾
文
壇
〉

　
　
　
　
　
　

―
―〈
中
央
〉と
の
接
続
／
切
断

　
　

第
四
章　

西
川
満
と
黄
得
時

　
　
　
　
　
　
　

―
―
四
〇
年
代〈
台
湾
文
壇
〉を
考
え
る
た
め
に

　
　

第
五
章　

青
年
が
「
志
願
」
に
至
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

―
―
周
金
波
「
志
願
兵
」
論

　
　

第
六
章　

新
垣
宏
一
「
砂
塵
」
論

　
　
　
　
　
　
　

―
―
も
て
あ
ま
さ
れ
る〈
皇
民
化
運
動
〉

　
　

第
七
章　

錯
綜
す
る〈
内
〉と〈
外
〉

　
　
　
　
　
　
　

―
―
四
〇
年
代〈
台
湾
文
壇
〉に
お
け
る
「
蓮
霧
の

和
泉
司
著

日
本
統
治
期
台
湾
と
帝
国
の〈
文
壇
〉

―
―〈
文
学
懸
賞
〉が
つ
く
る〈
日
本
語
文
学
〉
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庭
」
と
龍
瑛
宗

　
　

第
八
章　
〈
皇
民
文
学
〉と〈
戦
争
〉

　
　

終　

章　

日
本
統
治
期
後
の
日
本
語
作
家
た
ち

　

第
一
部
は
一
九
三
〇
年
代
の
台
湾
で
の
文
学
活
動
、
台
湾
人
に
よ
る

〈
日
本
語
文
学
〉
運
動
に
焦
点
を
当
て
て
、
彼
ら
が
日
本
国
内
の
〈
中

央
文
壇
〉
と
の
関
わ
り
を
求
め
な
が
ら
ど
う
文
学
運
動
を
展
開
し
て

い
っ
た
の
か
を
検
証
し
て
い
る
。
そ
れ
を
〈
中
央
文
壇
〉
の
文
学
懸
賞

の
面
か
ら
捉
え
る
。

　
〈
中
央
文
壇
〉
の
文
学
懸
賞
で
最
初
に
受
賞
し
た
の
は
楊
逵き

「
新
聞

配
達
夫
」
で
、一
九
三
四
年
に
『
文
学
評
論
』
の
第
二
席
に
入
選
し
た
。

楊
逵
に
続
い
て
、
三
五
年
に
張
文
環
「
父
の
顔
」（『
中
央
公
論
』）、
翁お
う

鬧ど
う
「
戇ゴ
ン

爺
さ
ん
」（『
文
芸
』）
の
〈
中
央
文
壇
〉
進
出
が
報
じ
ら
れ
た
が
、

両
作
品
と
も
選
外
佳
作
の
た
め
雑
誌
掲
載
に
は
な
ら
な
か
っ
た
（
和
泉

は
「
憨
爺
さ
ん
」
と
誤
記
し
て
い
る
。
意
味
は
ど
ち
ら
も
「
愚
か
」
だ
が
、「
戇
」

「
憨
」
は
異
な
る
漢
字
で
あ
る
）。

　

と
こ
ろ
が
、三
七
年
に
龍
瑛
宗
「
パ
パ
イ
ヤ
の
あ
る
街
」
が
『
改
造
』

第
九
回
懸
賞
創
作
に
入
選
し
た
。〈
台
湾
文
壇
〉
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の

な
い
無
名
の
龍
瑛
宗
の
入
選
は
台
湾
で
衝
撃
的
な
こ
と
だ
っ
た
。だ
が
、

龍
瑛
宗
の
入
選
は
、一
等
、二
等
で
も
な
い
、佳
作
に
も
達
し
な
い
「
佳

作
推
薦
」
と
い
う
、「
パ
パ
イ
ヤ
の
あ
る
街
」
の
た
め
に
だ
け
設
け
ら

れ
た
お
情
け
的
な
賞
で
あ
っ
た
。
和
泉
は
、
こ
こ
に
張
赫か

く

宙ち
ゅ
うの
「
二
匹

目
の
泥ど

じ
ょ
う鰌
」
を
狙
っ
た
『
改
造
』
の
編
集
戦
略
上
の
思
惑
が
影
響
し
て

い
た
、
と
分
析
す
る
。

　

一
九
二
八
年
に
始
ま
る
『
改
造
』
懸
賞
創
作
（
三
九
年
ま
で
一
〇
回
行

わ
れ
た
）
は
、す
で
に
大
江
賢
次
「
シ
ベ
リ
ヤ
」（
第
三
回
）、田
郷
虎
雄
「
印

度
」（
第
四
回
）、
朝
鮮
半
島
出
身
者
の
張
赫
宙
「
餓
鬼
道
」（
第
五
回
）

を
入
選
さ
せ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
佳
作
推
薦
」
と
い
う
苦
肉
の

策
を
弄
し
て
ま
で
も
「
パ
パ
イ
ヤ
の
あ
る
街
」
を
入
選
さ
せ
た
の
は
、

国
際
性
や
時
事
ネ
タ
、
異
国
性
の
物
珍
し
さ
を
入
選
さ
せ
る
こ
と
で
海

外
や
外
地
へ
の
販
路
拡
大
を
狙
っ
た
『
改
造
』
の
営
業
戦
略
で
あ
っ
た

と
す
る
。

　

い
っ
ぽ
う
の
龍
瑛
宗
に
し
て
も
、
植
民
地
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い

事
例
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
る
と
入
選
し
や
す
い
と
読
み
取
っ
て
、『
改

造
』
編
集
部
受
け
す
る
作
品
を
書
い
て
応
募
し
た
の
だ
、
と
和
泉
は
龍

瑛
宗
の
戦
略
を
分
析
し
て
い
く
。
朝
鮮
の
次
は
台
湾
だ
、
つ
ま
り
張
赫

宙
の
次
は
自
分
だ
と
策
を
練
っ
て
書
か
れ
た
の
が
「
パ
パ
イ
ヤ
の
あ
る

街
」
だ
っ
た
と
す
る
。「
パ
パ
イ
ヤ
の
あ
る
街
」
は
「『
改
造
』
編
集
部

が
関
心
を
持
ち
そ
う
な
テ
ー
マ
が
片
端
か
ら
書
き
込
ま
れ
て
い
る｣

の

で
あ
っ
て
、
散
漫
で
面
白
み
が
な
く
、
日
常
的
な
台
湾
中
部
の
街
の
ス

ケ
ッ
チ
に
過
ぎ
な
い
と
、
台
湾
で
も
評
価
が
低
く
、
龍
瑛
宗
は
厳
し
い

批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　

懸
賞
創
作
の
応
募
者
が
戦
略
的
だ
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
も
龍
瑛
宗
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に
限
ら
な
い
。拙
著『
翻
弄
さ
れ
た
台
湾
文
学
』（
研
文
出
版
、二
〇
〇
九
年
）

で
も
取
り
上
げ
た
が
、
楊
逵
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
楊
逵
の
「
新
聞

配
達
夫
」
は
、
そ
の
前
編
は
す
で
に
台
湾
の
新
聞
『
台
湾
新
民
報
』
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
後
半
が
発
禁
と
な
っ
た
た
め
、
前
後
編
一
緒
に

し
て
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
入
選
と
な
っ
た
作
品
で
あ
る
。
未
発
表

の
も
の
に
限
る
と
し
た
『
文
学
評
論
』
の
募
集
規
定
を
無
視
し
て
の
応

募
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
新
聞
配
達
夫
」
は
、
土
地
の
強
制
買
収
を
は

か
る
台
湾
の
製
糖
会
社
の
暴
挙
と
、
そ
れ
に
加
担
す
る
警
察
権
力
を
暴

露
し
て
い
る
内
容
だ
け
に
、
掲
載
誌
『
文
学
評
論
』
は
台
湾
で
発
禁
と

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
台
湾
の
読
書
市
場
に
入
選
作
「
新
聞
配
達
夫
」
は

出
回
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
新
聞
配
達
夫
」

が
台
湾
で
広
く
読
ま
れ
た
よ
う
な
錯
覚
を
与
え
、
楊
逵
が
台
湾
新
文
学

の
旗
手
と
し
て
高
い
評
価
を
得
た
の
は
、
楊
逵
自
身
が
い
く
つ
か
の
ペ

ン
ネ
ー
ム
を
使
い
分
け
て
、
た
と
え
ば
「
王
氏
琴
」
と
い
う
女
性
名
ま

で
用
い
て
書
評
を
書
き
、自
作
の
紹
介
を
重
ね
て
い
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

文
学
懸
賞
に
応
募
す
る
段
階
で
も
、
入
選
後
に
自
己
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
段

階
で
も
、
楊
逵
は
し
た
た
か
で
戦
略
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
『
改
造
』
懸
賞
創
作
登
場
後
、『
中
央
公
論
』
を
初
め
と
し
て
多
く
の

雑
誌
・
文
芸
誌
が
純
文
学
の
〈
文
学
懸
賞
〉
企
画
を
一
般
化
す
る
よ
う

に
な
る
。
読
者
層
を
広
げ
、作
家
へ
の
道
を
用
意
し
た
意
味
で
『
改
造
』

の
貢
献
度
は
高
い
。
だ
が
、『
改
造
』
懸
賞
入
選
者
の
多
く
が
程
な
く

し
て
文
壇
か
ら
姿
を
消
し
て
い
く
の
は
、
入
選
作
品
を
誌
面
に
載
せ
て

い
な
い
事
例
の
あ
る
こ
と
か
ら
も
、『
改
造
』
に
作
家
を
育
て
る
意
志

が
な
か
っ
た
か
ら
だ
、
と
和
泉
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
『
改
造
』
文
芸
懸
賞
を
軸
に
し
て
、
そ
れ
の
実
態
分
析
を
は
か
り
、

そ
こ
か
ら
台
湾
文
学
研
究
に
迫
ろ
う
と
し
た
の
は
和
泉
が
初
め
て
の
こ

と
で
あ
る
。

　

第
二
部
は
、
一
九
四
〇
年
代
に
〈
台
湾
文
壇
〉
形
成
と
い
う
方
向
に

向
か
っ
た
中
で
の
〈
日
本
語
文
学
〉
の
展
開
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

四
章
で
は
一
九
四
〇
年
代
に〈
台
湾
文
壇
〉で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

た
西
川
満み

つ
ると
黄
得と
く

時じ

を
取
り
上
げ
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
拠
っ
た
文
芸
誌『
文

芸
台
湾
』
と
『
台
湾
文
学
』
の
相
違
点
を
明
確
に
す
る
。〈
中
央
文
壇
〉

を
意
識
し
つ
つ
も
〈
台
湾
文
壇
〉
の
中
心
に
君
臨
し
よ
う
と
し
た
西
川

満
、
そ
れ
故
に
西
川
は
強
権
的
だ
と
批
判
さ
れ
続
け
て
き
た
。
そ
れ
に

対
し
て
台
湾
で
台
北
高
校
、台
北
帝
大
と
い
う
高
学
歴
コ
ー
ス
を
歩
み
、

文
芸
誌
『
台
湾
文
学
』
で
文
芸
理
論
家
と
し
て
台
湾
人
主
体
の
〈
台
湾

文
壇
〉
を
守
ろ
う
と
し
た
の
が
黄
得
時
で
あ
っ
て
、
和
泉
は
そ
の
黄
得

時
を
再
評
価
す
る
。

　

五
章
で
は
、〈
皇
民
文
学
〉
の
代
表
と
さ
れ
て
き
た
周
金き

ん

波ぱ

「
志
願
兵
」

を
論
じ
、「
志
願
兵
」
は
『
文
芸
台
湾
』
の
編
集
サ
イ
ド
に
よ
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
添
っ
て
書
か
れ
た
作
品
だ
、
と
断
ず
る
。
周
金
波
は
「
志

願
兵
」
に
よ
っ
て
、『
文
芸
台
湾
』
側
の
期
待
に
よ
く
応
え
、『
台
湾
文
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学
』
側
の
文
芸
理
論
に
対
す
る
「
盾
」
と
な
っ
て
い
た
、
と
和
泉
は
説

く
。
周
金
波
は
「『
文
芸
台
湾
』
で
〈
皇
民
作
家
〉
と
い
う
形
で
利
用

さ
れ
て
い
く
」不
幸
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。〈
皇
民
文
学
〉

の
定
義
が
曖
昧
な
な
か
、
周
金
波
を
〈
皇
民
作
家
〉
と
安
直
に
決
め
つ

け
る
こ
と
は
厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
和
泉
は
主
張
す
る
。

　

六
章
で
は
、
台
北
帝
大
卒
業
後
に
台
南
第
二
高
女
の
教
員
と
な
っ
た

新
垣
宏
一
と
、
そ
の
作
品
「
砂
塵
」
を
論
じ
る
。
生
徒
と
接
す
る
主
人

公
の
言
動
か
ら
、「
生
徒
と
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
い
な
い
」、「
在
台

日
本
人
で
あ
る
が
故
の
傲
慢
さ
の
発
露
」、「
非
常
に
中
途
半
端
で
あ
り
、

未
熟
」、「
結
果
的
に
皇
民
化
教
育
の
皮
相
さ
を
暴
い
た
テ
ク
ス
ト
」、

「〈
台
湾
〉
内
部
の
支
配
―
被
支
配
構
造
に
向
き
合
お
う
と
し
な
か
っ

た
」、「〈
皇
民
文
学
〉
と
い
う
枠
組
を
ま
る
で
尊
重
し
て
い
な
い
」、「〈
皇

民
化
運
動
〉
を
自
身
の
問
題
と
し
て
理
解
し
て
お
ら
ず
、
完
全
に
他
者

の
問
題
と
し
て
い
る
」
と
、
作
品
「
砂
塵
」
を
酷
評
し
て
い
る
。
和
泉

の
こ
の
徹
底
し
た
新
垣
批
判
は
、
痛
快
と
言
え
る
ほ
ど
の
鮮
や
か
さ
で

あ
る
。

　

七
章
は
、
再
び
龍
瑛
宗
に
戻
っ
て
、
今
度
は
「
蓮
霧
の
庭
」
を
論
じ

る
。
西
川
満
主
宰
の
『
文
芸
台
湾
』
陣
営
に
い
て
、
台
湾
銀
行
の
下
級

行
員
で
し
か
な
か
っ
た
龍
瑛
宗
は
、
や
が
て
西
川
満
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

で
『
台
湾
日
日
新
報
』
学
芸
部
に
転
職
す
る
。
西
川
満
に
完
全
に
取
り

込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
和
泉
の
龍
瑛
宗
評
で
あ
る
。「
蓮
霧
の
庭
」

は
在
台
日
本
人
と
台
湾
人
の
交
流
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
だ
が
、
支
配

者
側
の
在
台
日
本
人
と
文
学
同
人
活
動
を
し
な
が
ら
、
銀
行
員
、
新
聞

社
社
員
と
い
う
職
に
就
い
て
生
き
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
龍
の
悲
劇
性

が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
作
品
は
対
立
誌
『
台
湾
文
学
』
に
移
籍
し
た
龍

が
最
初
に
書
い
た
も
の
で
、
高
級
果
物
「
パ
パ
イ
ヤ
」
か
ら
台
湾
土
着
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の
あ
り
ふ
れ
た
果
物
「
蓮レ
ン

霧ブ

」
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
龍
の
視
点
が

外
部
の
〈
中
央
文
壇
〉
志
向
か
ら
内
部
の
〈
台
湾
文
壇
〉
志
向
に
大
き

く
変
換
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
懸
賞
作
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の

脱
却
、
西
川
満
の
呪
縛
か
ら
の
解
放
、
周
囲
の
自
分
に
注
が
れ
る
偏
見

の
排
除
を
願
っ
て
の
自
信
作
と
し
て
「
蓮
霧
の
庭
」
を
発
表
し
た
。
し

か
し
、
作
品
で
は
「
内
台
交
流
」
は
確
か
に
あ
る
も
の
の
、
ど
う
し
て

も
双
方
に
入
り
込
む
こ
と
の
出
来
な
い
限
界
が
あ
っ
て
、
結
局
〈
皇
民

化
運
動
〉
の
空
転
、
空
洞
化
を
示
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

八
章
は
王
昶し

ょ
う

雄ゆ
う

の
「
奔
流
」、周
金
波
の
「
助
教
」
を
問
題
に
し
て
、

戦
争
動
員
を
控
え
た
台
湾
人
青
年
が
皇
民
化
さ
れ
て
い
く
過
程
と
、
そ

れ
で
い
て
「
日
本
人
」
に
な
り
き
れ
な
い
矛
盾
を
衝
い
て
、〈
皇
民
文
学
〉

の
空
転
を
再
度
確
認
す
る
。

　

そ
し
て
終
章
で
は
、
敗
戦
／
光
復
直
後
の
台
湾
の
言
論
事
情
を
確
認

し
、
そ
の
な
か
で
時
代
に
追
従
す
る
こ
と
で
作
家
と
し
て
の
自
ら
の
地

位
を
図
ろ
う
と
し
た
の
が
龍
瑛
宗
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
。

　

四
六
年
一
〇
月
ま
で
、
台
湾
で
は
日
本
語
に
よ
る
新
聞
や
雑
誌
の
発

行
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
敗
戦
か
ら
ほ
ぼ
一
年
後
と
い
う
短
時

日
で
中
国
語
に
切
り
替
え
て
し
ま
う
国
府
政
権
の
強
引
さ
が
、
文
芸
界

や
読
書
市
場
に
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
混
乱
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
、
私
個

人
と
し
て
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
終
章
で
は
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
も
う
少
し
検
討
を
深
め
て
欲
し
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
台
湾
文
学
を
論
ず
る
に
当
た
っ
て
、〈
中
央
文
壇
〉
の
懸

賞
創
作
を
軸
と
し
て
論
じ
、
さ
ら
に
皇
民
化
を
扱
っ
た
作
品
分
析
か
ら

〈
皇
民
文
学
〉
の
空
転
を
論
じ
た
の
は
斬
新
で
あ
り
、
説
得
力
が
あ
る
。

台
湾
文
学
を
理
解
す
る
よ
き
研
究
書
と
し
て
、そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
、

四
〇
年
代
の
台
湾
状
況
を
知
る
う
え
で
も
、
是
非
と
も
推
薦
し
た
い
一

書
で
あ
る
。

（
か
わ
は
ら
・
い
さ
お　

東
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

中
国
西
南
秘
境
の
声
　
雲
南
省
プ
ー
ア
ル
少
数
民
族
歌
舞
来
日
公
演

ワ
族
・
ラ
フ
族
・
タ
イ
族
の
歌
舞
を
紹
介
▼
日
時
：
10
月
1（
日
（
金
）
1（
時
、

20
日（
土
）
13
時
半
／
18
時
半
、
21
日（
日
）
13
時
半
▼
会
場
：
日
中
友
好

会
館
大
ホ
ー
ル（
東
京
都
文
京
区
後
楽
1
の
（
の
3　

☎03-381（-（08（

）

＊
都
営
大
江
戸
線
「
飯
田
橋
」
駅
Ｃ
３
出
口
1
分
、
JR
総
武
線
、
地
下
鉄

東
西
線
・
有
楽
町
線
・
南
北
線
「
飯
田
橋
」
駅
Ａ
１
出
口
（
分
▼
チ
ケ
ッ
ト
：

前
売
一
、〇
〇
〇
円（
全
席
指
定
）
／
当
日
一
、二
〇
〇
円
（
空
席
が
あ
る
場

合
の
み
販
売
）
＊
イ
ー
プ
ラ
ス･http://eplus.jp･

、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

で
販
売
中
▼
展
覧
会
「
プ
ー
ア
ル
印
象
展
」
（
月
2（
日
（
水
）～
10
月
21
日

（
日
）、中
国
物
産
展
10
月
1（
日（
金
）～
21
日（
日
）
同
時
開
催
＊
入
場
無
料


